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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月28日(2014.8.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記（Ａ）～（Ｄ）の成分：
　（Ａ）下記一般式（１）で表されるグリチルレチン酸誘導体、
　（Ｂ）トコフェロール及びその誘導体、並びに炭素数１０～１８の脂肪酸エステルから
なる群より選ばれる少なくとも一種の油剤、
　（Ｃ）リン脂質、及び、
　（Ｄ）水溶性界面活性剤、
を含有し、かつ、下記一般式（１）で表されるグリチルレチン酸誘導体の含有量が０．５
質量％以上１０質量％以下である乳化組成物。
【化１】
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［一般式（１）中、Ｒ１及びＲ２は、Ｒ１が、－Ｃ１２Ｈ２５、－Ｃ１４Ｈ２９、－Ｃ１

６Ｈ３３、－Ｃ１８Ｈ３７、又は－Ｃ２０Ｈ４１を表し、且つ、Ｒ２が水素原子を表すか
、或いは、Ｒ１が水素原子を表し、且つ、Ｒ２が、－（Ｃ＝Ｏ）Ｃ１１Ｈ２３、－（Ｃ＝
Ｏ）Ｃ１３Ｈ２７、－（Ｃ＝Ｏ）Ｃ１５Ｈ３１、又は－（Ｃ＝Ｏ）Ｃ１７Ｈ３５を表す。
］
【請求項２】
　（Ａ）成分が、グリチルレチン酸ステアリルを含む請求項１に記載の乳化組成物。
【請求項３】
　（Ｄ）成分が、ショ糖脂肪酸エステル及びポリグリセリン脂肪酸エステルから選択され
る少なくとも１種を含む請求項１又は請求項２に記載の乳化組成物。
【請求項４】
　（Ｂ）成分が、トコフェロール、酢酸トコフェロール、トコトリエノール、ミリスチン
酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、セバシン酸ジイソプロピル、カプリン酸プ
ロピレングリコール、及びジカプリン酸プロピレングリコールから選択される少なくとも
１種を含む請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の乳化組成物。
【請求項５】
　（Ｃ）成分が、レシチンを含む請求項１～請求項４のいずれか１項に記載の乳化組成物
。
【請求項６】
　一般式（１）で表されるグリチルレチン酸誘導体の含有量が、１．０質量％以上５．０
質量％以下である請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の乳化組成物。
【請求項７】
　（Ｂ）成分が、トコフェロール、酢酸トコフェロール及びトコトリエノールから選択さ
れる少なくとも１種を含む請求項１～請求項６のいずれか１項に記載の乳化組成物。
【請求項８】
　更に、（Ｅ）アミノ酸エステル及び脂肪酸グリセリドからなる群より選択される少なく
とも１種を含む請求項６又は請求項７に記載の乳化組成物。
【請求項９】
　（Ｂ）成分及び（Ｅ）成分の総含有量が、１０質量％～２５質量％である請求項８に記
載の乳化組成物。
【請求項１０】
　（Ｂ）成分及び（Ｅ）成分の総含有量に対する（Ｃ）成分の含有割合〔Ｃ／（Ｂ＋Ｅ）
〕が、質量基準で０．０１～０．５である請求項８又は請求項９に記載の乳化組成物。
【請求項１１】
　一般式（１）で表されるグリチルレチン酸誘導体の含有量が、０．５質量％以上１．０
質量％未満である請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の乳化組成物。
【請求項１２】
　（Ｂ）成分が、パルミチン酸イソプロピル、セバシン酸ジイソプロピル、カプリン酸プ
ロピレングリコール、及びジカプリン酸プロピレングリコールから選択される少なくとも
１種を含む請求項１１に記載の乳化組成物。
【請求項１３】
　請求項１～請求項１２のいずれか１項に記載の乳化組成物を含有する化粧料。
【請求項１４】
　波長６５０ｎｍの光を用いて測定した吸光度が０．００１～０．２である請求項１３に
記載の化粧料。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１５】
　［９］　（Ｂ）成分及び（Ｅ）成分の総含有量が、１０質量％～２５質量％である［８
］に記載の乳化組成物。
　［１０］　（Ｂ）成分及び（Ｅ）成分の総含有量に対する（Ｃ）成分の含有割合〔Ｃ／
（Ｂ＋Ｅ）〕が、質量基準で０．０１～０．５である［８］又は［９］に記載の乳化組成
物。
　［１１］　一般式（１）で表されるグリチルレチン酸誘導体の含有量が０．５質量％以
上１．０質量％未満である［１］～［５］のいずれか１つに記載の乳化組成物。
　［１２］　（Ｂ）成分が、パルミチン酸イソプロピル、セバシン酸ジイソプロピル、カ
プリン酸プロピレングリコール、及びジカプリン酸プロピレングリコールから選択される
少なくとも１種を含む［１１］に記載の乳化組成物。
　［１３］　［１］～［１２］のいずれか１つに記載の乳化組成物を含む化粧料。
　［１４］　波長６５０ｎｍの光を用いて測定した吸光度が０．００１～０．２である［
１３］に記載の化粧料。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２１】
［実施例１－２～１－３０、比較例１－１～１－５］
　実施例１－１において、グリチルレチン酸誘導体含有乳化組成物ＥＭ－１の調製に用い
た各成分の種類及び量を、下記表１～４に示すように変更した以外は、全て実施例１－１
と同様にして、実施例１－２～１－３０、及び比較例１－１～１－５のグリチルレチン酸
誘導体含有乳化組成物ＥＭ－２～ＥＭ－３５を得た。
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